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＜用語の定義＞ 

本資料では、以下のように用語を整理し用いた。 

■「空家等」：空家等対策の推進に関する特別措置法に規定する「空家等」をいう。 

■「空き家等」：「空家等」及び集合住宅の「空き室」を含み、この調査の総称とした。 

 

■「空家等候補」：外観目視調査で常時居住している可能性が低い「戸建住宅」とした。 

 

■「管理状況にある空家等」：「空家等」のうち、維持管理されている状況にあり、建物又はそ

の敷地の管理不全度が低い空家等であり、「管理不全状況にある空家等」に該当しない空家

等とした。（老朽危険度判定については、本資料の P5～7 を参照されたい） 

 

■「管理不全状況にある空家等」：「空家等」のうち、管理不足が原因により、建物又はその敷

地の管理不全度が高い空家等であり、「老朽危険度判定」で「D 判定」及び「その他の項目」

に該当する。「戸建住宅」とした（老朽危険度判定については、本資料の P5～7 を参照され

たい） 

 

■「空家」：「空家等」と同義ではあるが、アンケート調査は、一般的な用語である「空家」を

使用した。 

 

■「空き家」：住宅・土地統計調査（総務省統計局）における用語であり、定義は「居住世帯

のない住宅のうち、一時現在者のみの住宅と建築中の住宅を除いたもの」とされている。

本資料では、住宅・土地統計調査（総務省統計局）を出典としている表・グラフに使用し

た。 

 

■「管理不全居住住宅」：居住はみられるが、建物又はその敷地とし、居住がみられる住宅で

も、「老朽危険度判定」で「C、D 判定」と同等である場合及び「その他の項目」に該当があ

る場合に「管理不全居住住宅」として判断した。（老朽危険度判定については、本資料の P5

～7 を参照されたい） 
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